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緒 言
子宮陸部癌のラジウム照射療法による癌患部の変化については，その肉眼的並びに組織学的
の追時的変化に関して，本邦に於ても既に白木，井上等の詳細な研究が多数発表されており追
加の必要を認めない程であるO 然しながら腔部拡大鏡を使用した癌患部病変の追時的変化の観
察は未だなし'0
私は千葉医大産婦人科教室に入院，照射療法を受けた子宮頚癌患者 51名について， :Hinsel-
mannの陸部拡大鏡 (Kolposcop)を用いて観察を行いラジウム照射前，照射中，照射後の全
経過にわたって，同一患者について子宮陸部?と於ける癌患部の変化を連続的に追研した。また
その度毎に子宮陸部より試験的切除を行い，組織学的の検索に附した。
症例の各個についての記載は省略し， 51例によって得た結果について綜括的に記載し，肉眼
的並びに組織学的の所見については先人の業績と比較して述べ，陸部拡大鏡による所見につい
ては私の得た結果を詳細に記載する。
使用した拡大鏡は Hinselmannの創案になる KolposcopであるO 拡大には臨床的に至適
拡大である 10.5倍を用い，まず Kolposcopによる単純観察を行い，ついで Hinselmannの 
3%酷酸塗布法を実施した。
第 1章 ラジウム照射によQ癌の肉眼的変化 Bumm u. Schaferは所定量照射後 8日で潰療は 
Abbeが 1905年始めて子宮頚癌にラジウム(以 清浄となり縮小し，腫療の小なるものは 2--4週間
下「ラ Jと略す〉を照射して，有効なることを唱えて で苔被を生じ，出血及び帯下は全〈消失し， 4----5週
以来，多数の学者により臨床上著効のあることが認 間で腫療は消失すると云い， Eymerは「ラ Jは「レj
められ，特に局所的所見に関しては Warnekros， 線に比べ臨床上急激な斐化を起し，既に照射中叉は 
Bumm u. Schafer，Ebeler，Heymann，白木等
により詳細に報告され，病巣は破壊消失し，或は噴
火口状の空洞を形成し，或は正常子宮陸部を残して
表面は清浄となり，出血及び帯下が消失すると述べ
られているが， Warnekros，Bumm u. Schafer， 
Ebeler，Eymer等及びその他多数の学者は，照射
後初期には病巣は刺激症状を呈L，発赤並びに帯下
の増量と腫療の腫脹を来すと述べているのに反し， 
Heymannは初めから腫療が縮小し潰疹は消失し，
正常の千百陸部を形成すると述べ，井上もこれに全
面的に賛同している。
尚臨床上，肉眼的愛化の時間的経過に関しては
照射直後に出血は止むが悪臭のある帯下はなお持続
し，腫療の破壊消失，苔被の排出によって潰痕面は
清浄となり，小なる子宮陸部を形成し，癒痕性に治
癒すると云う。井上も臨床上，肉眼的安化は著しい
動揺を示すが，概して配量並びに!照射後経過時間の 
増加に比例して菱化は益々著明となり，腫疹は一時
発赤を生じ，帯下が増量し，更に腫主要は破壊して壊
死の苔被を生じ，っし、には空洞を形成するか正常子
宮陸軍を残して治癒すると述べている。
私の観察した 51症例仁ついて記載を進めるに当
り，個々の症例に触れることはU、たずらに冗長を来
たすのみであるから， rラJの一定量で照射した後，
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3 ---24時間後vこ於ける各症例の菱化の綜合的所見を 表面は比較的平滑清浄となり，薄い膿性苔被を有す
記載するに止める。使用「ラ J量は mg. element る程度となるが，空洞を形成するものでは未だ比較
St.で哀わしてある。 的厚い苔被に覆われ和、発赤がある。しかし腫療が全
「ラ」一定量使用後並びに照射完了後 3~17 日に於 く縮小せず発赤の高度な例もある。帯下は膿性では
ける子宮陸部の肉眼的所見の追目的安化は以下記載 あるが精減量L，出血は全く止まる。
するようなものである。 、 8) 照射終了後 3--5日 
1) 400ー 550mg. e 以上述べたように!照射中は壊死苔被の出現，腫痕St. 1.
概して照射前と著愛はなく，腫疹及び潰疹の表面 の縮IJ、苔被の脱落等比較的急速な菱化を見るが，
は凹凸不平で，陸場は未だ縮小しなし、。唯組織は柏 照射が終了して腫療が縮小し，叉は空洞を形成した
発赤を生じ叉既に厚い壊死苔被を生じ，表面は之に 後の~化は稿緩徐となる。
覆われて殆んど組織が見得ないようになり，膿性帯 即ち子宮陸部の形態の保たれているものは正常大
下が著し〈増加するものがある。 より梢大なる程度となり，空洞を形成したものもそ 
2) 700-800 mg. el.St. の表面は平滑となり，苔被は薄く膿性苔被となり，
腫傷及び潰蕩の表面は未だ凹凸不平で発赤を生 著しく清浄な感じを増し，帯下は膿性ではあるが少
じ，一般に帯責白色の汚犠な壊死苔被を生じ，しか 量となる。しかし腫蕩が僅かに縮小した程度で著愛
も苔被は非常に厚く組織が全く見得ないようになる を見ないものもある。
ものが増加する。帯下は膿性で増量する。 9) 照射終了後 7--9日 
3) 1200-1300 mg. el.St. 子宮陸部は更に縮小L，殆んど正常大となり，空
腫蕩は梢縮小し始め，発赤も少し、被少する。表面 洞を形成するものも稿縮小する。表面は何れも平滑
は依然厚い壊死苔被に覆われ，帯下は膿性で非常に となり，苔被は殆んど消失し稀赤色で清浄な組織と
増量するが，しかし未だ苔被も薄く帯下も増加せ なる。帯下は膿性であるが著しく減量する。
ず，殆んど照射前と安化しない例もある。 10) 照射終了後 15--17日 
4) 1450-1550 mg. e 肉眼的には前回と殆んど斐化がないが，表面は更St. 1.
腫療の表面は平滑に傾いたものと，未だ凹凸不平 に平滑清浄となり，空洞を形成するものも少し浅く
なものとがある。苔被は脱落し始め腫:蕩が著しく縮 なる。帯下は膿性であるが著しく獄少し，水様性と
小して照射前に比べ 13粒となるものと，依然厚い なるものもある。
苔被に覆われるものとがあって区々な所見を示す。 上述の如く， iラ」照射による子宮頚癌の安化は，
帯下は勝l生で増量し，出血は著しく減少するのが普 症例により必ずしも一様ではないが，概して配量並
通であるが，照射前と殆んど菱化しないものもあ びに経過時間の増加に比例して愛化は益々著明とな
る。 る。 
使用後に於ては薯~はないSt. 1.550mg. eー400St. 1.1800-1900 mg. e 5) 
一般に腫蕩は縮小の傾向を示し，急激なものは苔 が既に発赤を示し，苔被を生ずるものがある。 700
被が薄く表面は平滑となり，発赤は消退する。腫疹 -800 mg. el.St.使用後に於ては一般に発赤を示
が破壊して空洞を形成し始めるものもある。帯下は し，厚い壊死苔被を生じ，帯下は膿牲となって増量
膿性で著しく増量し，出血は止まる。 する。 1200-1300mg. el.St.使用後に於ては既に
の 2200-2350 mg. eLSt. 腫蕩は柏、縮小し始めるが，発赤があって厚い壊死苔
非常に区々な所見を示し，壊死苔被が脱落して腫 被に覆われる。 1450ー 1550mg. el.St.使用後に於
療が非常に縮小 L，表面平滑で清浄となるもの，或 ては腫場は縮小して表面は平滑に傾き，苔被は脱落
は腫蕩が破壊して空洞を形成し苔被に覆われるも し始めるものと依然厚い苔被に覆われるものとがあ
の，或は未だ腫蕩を形成して苔被を有するもの等が る。 2200-2350mg. el.St.使用後に於ては壊死苔
ある。血性帯下は大多数例で消失し，膿性帯下は極 被は脱落、して，腫療は非常に縮小し清浄となるも
度に増量するものが多い。発赤は多くは消退するが の，叉は腫療が破壊して空洞を形成するものがあ
空洞をなしたものではその境界F付近に発赤がある。 る。出血は止み，帯下は膿性で極度に増量する。 
St. 1. 7) 2950-3050 mg. e 2950-3050 mg. el.St.使用後に於ては腫蕩はすべ
腫蕩はすべて 1/2以下に縮小し，苔被は脱落して て 1/2以下に縮小し，苔被は脱落して表面清浄とな
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り薄し、膿性苔被を有する程度となる。空洞を形成す 単純康欄の場合よりも遥かに広く，明らかに組織増
るものでは未だ梢厚い苔被に覆われるものが多い。 殖の像を呈している。之等の所見は飴酸、法により，
帯下は膿性で少し獄量する。爾後日数の経過と共に 更に明瞭，且つ立体的となり，凹凸の模操を明瞭に
子宮陸部は更に縮小し，表面平滑清浄となり，苔被 観察し得る。色調は，大部分に於て黄色調を根底と
は消失し，空洞を形成したものも叉清浄で且つ浅く し，これに白色調を含んだ赤色を加味し，半透明
なり盲端状を呈するようになる。 で，豚脂様の観を呈するのが癌腫に特有である。た
「ラ J照射による子宮頚癌の肉眼的所見の愛化を要 だ，之等色調の混合割合は種々であって，或は赤色
約すれば，所定量照射の経過中，その初期に於ては 調が強くて充血性なものがあり，或は黄色調が強い
腫療面の発赤及び苔被を生じ，照射進行につれてこ 稀赤白色なものがあり，或は白色調が強くて不透明
の苔被は益々厚くなるが，ついに腫場及び苔被は破 なものもある。
壊し，帯下は増量する。照射終了直後に於ては，腫 酷酸活を実施する時，色調の~化は極めて著明で
痕は著しく縮小して正常の子宮陸部よりも柏犬なる ある。即ち赤色調の著しい減退と白色調の増強であ
程度か，叉は大なる空洞を形成し，出血は止み，以 るο黄色調には大なる影響を見なし、。特に重要なこ
後時間的経過と共に縮小して，小なる子宮!陸部叉は とは，単純「コ J診では萄葡房状像に似た所見を示す
盲端に終る躍を形成し，帯下は著しく減少するもの ものは，ー般に，黄赤色の色調が強<，白色調は弱
である。 いのであるが，酷酸法を行うと，極めて著明な白色
第 2章子宮陸部癌の「ラ J照射による 調の増強を来たし，赤色調の槌色により，帯責白色
変化の陸部拡大鏡による観察 の浮腫状で透明感を有する脆弱組織の像を露呈する
第 1項陸部拡大鏡による癌腫所見について ようになることである。
子宮陸部癌の「ラ j照射による菱化を検討するに当 子宮陸部癌に於ける血管の分布，走向に特徴のあ
り，まず癌腫の拡大鏡による所見を悉知することは ることは「コ J診によって始めて認め得るのである。
重要である。私はこの項に於し、て，それに関する記 この所見は同時に，叉， rコJ診による癌診断の有力
載をして見たいと思う。 な所見である。このことは既に成書にも記載されて 
Preisseckerの記載によれば，癌腫は鏡下に於い いる。私も亦，血管の走向に特徴を認めることが出
てよく光線を反射し，表面はむしろ帯白色を呈し， 来た。血管は，癌組織中に突如として現われ，突如
凹凸不平，所々に浅い溝を有し，乳I間体の血管を多 として消える。恰も「みみず」の千切れた切れ端を撒
少とも透視し得られ，かつそれが急に消失する。正 き散らしたような状を呈し，或は斑点状をなし，所
常子宮陸部粘膜との境界は可j成り明瞭ではあるが， 謂迷走血管と呼ばれる所見を示すものが多し、。かよ
白斑叉は角化症のような顕著な階段状を呈しなし、。 うな血管は前述のような赤味を加えた帯責白色の半
秦はまた，次のように所見を述べている。潰疹癌及 透明な組織の表面に，明かに見ることが出来る。こ
び際関癌に関しては，潰蕩は全体として軽度に隆起 れに酷酸法を行えば，癌札織は白色調を増して不透
し，明確な境界を有し，表面は乳I問状叉はピロ{ド 明となり，血管の数は減少するが，基質との色調の
状をなす。色調はむしろ黄色に近いものが多い。血 対照が著しくなり，ために血管の特殊像は更らに鮮
管の分布には特有なことを認めない。腫:傷癌では梢 明となる。しかし乍ら，このような迷走血管を欠く
特徴的で，島唄状に隆起し，その表面はむしろ平滑 ものも少なくないととは勿論であるのみならず，連
なものが多い。色調は豚脂様黄色叉は浮腫状透明で 続した正常走向の血管を見るものもある。興味ある
ある。血管分布は輪状になってし、るものが多いよう ことは，単純「コ J診で見られた連続血管が，酷酸法
である。 によって多くは消失することである。
私が自家経験によって得た陸却拡大鏡診(以下 腫療の表面に帯責白色の汚騒な苔被を見るのは，
「コ J診と略す〉の癌腫所見は以下述べるようなもの 癌腫が壊死に陥った場合か，或は自潰せんとするも
である。腫窃或は潰:廃の表面の状態は大部分に於て のに多い。然らざる場合には，癌腫表面には苔被を
著明に凹凸不平で，組織の増殖が著明であるが，比 欠くものであるの
較的平滑なものもある。叉表面の凹凸不平で，浮腫 第 2項「ラ」照射による子宮陸部癌の
状なものは一見，単純E韓関に見る萄葡房様の像に似 「コ J診所見の菱化につし、て F
ているが，詳細に観察すると個々の突起の基底部は 前項に於いて，私は，癌腫の「コ J診所見について詳
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述した。本項に於し、て，官、は，同所見が「ラ J照射によ 色を増し，稀赤色不透明に~化するのを常とする。
って如何に斐化するかについて，一定量照射後毎 迷走血管は鮮明となるが，却ってその数は減少す
に，記載を進めて見ょう。一定量投与後に於ける 3 る。連続した血管は全く消失する。 
.-.24時間後の所見であることは前章と同様である。 3) 1200-1300mg. e1.St. 
1) 400-550 mg. el.St. 腫蕩表面の凹凸は減少の傾向を示し苔被は急激
腫蕩の表面は照射前に比べ慨して著25はなく，平 に増加して壊死苔被を形成し，一部は既に破壊する
滑になるものは少なく，凹凸不平であり，中には却 ものがある。腫療の多くは柏、縮小する。浮腫牲萄葡
って凹凸が著明になるものも見られた。色調にも薯 房様像も多くは消失する。色調は前回と殆んど菱化
委は見られないが，黄色調の軽い減退が見られる。 なく稀黄白色で赤色半透明な色調のものが多L、が，
迷走血管は照射前に比べて明瞭となり，その数も増 全く稀赤色で透明感を増すものもある。発赤は増加
加するものが多いが，連続走向を示す血管は見られ を示すものが多い。
なくなるの叉発赤が認められるものが多〈なる。苔 酷酸法により像は立体的となり，凹凸は鮮明で，
被乃出現が照射前には見られなかったものにも見ら 苔被は浮腫状となる。色調は一般に著しく白色を増
れるようになる。時には厚い壊死苔被を生じ，殆ん し稀赤色不透明となり，迷走血管はその数が減少す
ど癌組織が見得ないようになるものがある。 1回照 るが鮮明となる。連続した血管は全く消失する。
射で既に空洞を形成するものも見られた。 4) 1450-1550 mg. el.St. 
酷酸法により像は立体的となり，苔被は浮腫状と 腫蕩は更に縮小し，苔被は益々増加し，表面の性
なる。表面の凹凸は明瞭となり萄葡房様像を示す 状は一般に凹凸が減少して平滑ならんとする傾向を
が，単純潔閣のそれとは趣きを異にして基底が広 示すが，末だ凹凸不平なものもある。叉少数例に於
く，組織の増殖が著明である。酷酸塗布により色調 いてはこの時期まで照射前と殆んど菱化しないもの
は著明に白色を増し，稀黄白色，稿、赤色を有する全 がある反面，全く表面平滑となり腫蕩が著しく縮小
く不透明な特有な色調を示す。迷走血管は酷酸塗布 して照射前の面影を留めないものもある。照射前に
により鮮明となるが血管の減少又は消失することが 萄葡房様像を示したものも全く消失し，叉厚い壊死
ある。 苔被により全く組織の見得ないものがあるσ 色調
2) 700-800 mg. el.St. は，照射前に見られた特有な色調は著しく減少し，
腫湯の表面は依然凹凸不平なものが多いが，照射 或は消失し，稀赤色透明を増した色調を示す。特に
前に比べ柏、減少したもの，或は既に空洞を形成せん 表面の凹凸が著しく減少したものでは，稀赤色透明
とする傾向を示すものがある。浮腫性萄葡房様像も 感が強し、。迷走血管も著明に減少し，叉は既に消失
新たに発生したものはなく，存在したものも消失叉 したものが多数ある。
は減少する。苔被は照射前既に存在したものは著し 酷酸法により像は立体的となり，凹凸は鮮明とな
く増加し，照射前存在しなかったものにも多くは発 り，苔被は浮腫状で著明となる。色調は著しく白色
生する。叉厚い壊死苔被が生じて陸蕩表面の性状を 調を増し不透明となるが，表面平滑となったもので
全く見得ないものがある。色調は苔被によって組織 は比較的斐化が少なく，稀赤色で透明感を保有する
が見得ないものを除き，一般に変‘化な<，稀黄白色 ものが多い。迷走血管は全く消失するか，一般に著
を帯びた赤色で半透明な感じを有し，発赤を生じ， しくその数を減じ，連続した血管は消失し，発赤も
叉発赤の度も強度となる。迷走血管には一般に著明 和減少する。
な菱化を見ないものが多いが，多少は既に減少の傾 5) 1800ー 1900mg. el.St. 
向を示し，中には既に消失したものもある。しかし 厚い苔被が脱落して腫療は一般に著明に縮小し，
去!Jって増加したものも少数例ある。連続した血管は 表面の凹凸も叉著しく減少するのを常とする。ただ
新たに発生したものはな<，照射前に存在したもの 末だ苔被に覆われて精査し得ないもの，叉は照射前
も，或は消失し，或は減少する。 と著~のないものもある。色調は著しい菱化を示
酷酸法により像は立体的となり，特に，腫蕩表面 し，黄色調を有するものは全くなく，稀赤色で透明
の凹凸は鮮明となり，苔被は浮腫状となる。単精康 感を増すものが多いが，種々の程度の差を示す。発
嫡に似た萄葡房様像も更に明瞭となるが，基底部が 赤も多くはその度を減じ，連続した毛細血管を新た
広く組織増殖の所見を明瞭に示す。色調は著しく白 に発生する傾向を示す。
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酷酸法により，像は立体的となり凹凸は鮮明とな が，その表面は平滑となる。色調も稀黄白色は全く
る。色調は僅かに白色調を増し，稀赤色で梢透明感 消失して，稀赤色で、精白色調の感がある半透明とな
を増す。迷走血管は既に消失したものが多い。新た り，発赤も全く消退する。迷走血管は既に殆んど消
に発生した連続小血管は鮮明となる。 失して存在しないが，少数例に於いては未だ 2，3の
6) 2200ー 2350mg. el.St. 小さい迷走血管を有するものがある。之に反して連
苔被は更に脱落を続け，腫蕩は更に縮小するか， 続小血管は存続して益々増加の傾向を示す。全体と
空洞を形成するものが多いが，尚少数例には苔被が して像は著しく清浄となり，柔軟な肉芽のような像
厚く組織を見得ないものがある。表面の凹凸は著し を示す。
く波少し平滑となるものが多数である。特殊例に於 酷酸法により，像は非常に立体的で鮮明となる
いてはこの「ラ j照射に対しても表面尚凹凸甚しいも が，色調には殆んど愛化がなく，依然稀赤色で透明
の，又は照射前と殆んど~化しないものもある。色 感を増し，連続小血管は鮮明となる。
調は殆んど特有な色調を失い，稀白赤色半透明とな の照射終了後 7--9日
り清静感を増すが，未だ癌腫に特有な色調を保有 子宮陸部及び空洞の表面は全く平滑となり，色調
し，叉は照射前と著愛のないものがある。発赤は区 も稀赤色透明感のある美麗な色調を示す。迷走血管
々であるが，消失叉は減少するものが多し、。迷走血 は完全に消失し，之に反し連続小血管の新生は全例
管は大多数で消失し，連続小血管を新生ずるものが に認められ，苔被は更に減少し，薯しく清浄な感を
多い。 増L.，発赤も消退して，定型的な肉芽の像を呈する
酷酸法により像は立体的となり，凹凸も鮮明とな ものが多L、。この時期に於いては，正常子宮陸部を
る。苔被は浮腫状鮮明となり，苔被の減少したもの 形成するものの一部には，ごく周辺部に，全く平滑
では清海感を増す。色調は僅かに白色調を増すが著 で蒼白色を呈し，平等に光線を反射する上皮化の部
~はなく，依然稀白赤色の色調を有するが，未だ癌 分を認める例がある。
腫に特有な稀黄白色の色調を有するものでは著明に 酷酸法により，像は更に立体的で鮮明清浄とな
白色不透明となる。発赤は殆んど消退する。迷走血 り，極めて薄し、膿性苔被も浮腫状となってよく区別
管も殆んど消失し，連続小血管の新生したものでは し得る。色調は全く愛化なく稀赤色で，迷走血管は
却って鮮明となる。 なく，愚続小血管は著明となって肉芽の像を示す。 
7) 2950ー 3050mg. eL St. 上皮化の部は更に鮮明となってよく光線を反射し，
苔被は一般に著明に減少し，腫場は著しく縮小す その境界は比較的明瞭である。
るか，或は大なる空洞を形成し，既に存在した空洞 10) 照射終了後 10~12 日
は更に拡大し，その表面は多少とも膿性苔被を有す 前回と著明な愛化を示さなし、。子宮陸部及び空洞
るが平滑となるものが多く，全く照射前の面影を留 の表面は平滑であり，色調も稀赤色透明感を有L，
めなし、。色調も未だ少し黄白色の色調を有する例が 迷走血管はなく，連続小血管は全'例に認められる 6
少数あるが，殆んど全例に於いて稀赤色透明感を増 苔被は殆んど脱落して清浄となり，空洞を形成した
し，発赤も全く消退する。迷走血管も消失し，之に ものは精浅く小となり，発赤は消失する。
反して連続小血管の新生を見る例が多数ある。 酷酸法により{象は立体的で，鮮明となるが概して
酷酸法により像は立体的となり，膿性苔被も浮腫 著~はない。色調も依然稀赤色透明感を有し，連続
状となり鮮明化する。色調は僅かに白色調を増すの 小血管は鮮明となる。
みで著~はなく，依然稀赤色透明感を保有する。迷 11) 照射終了後 13~15 日
走血管は消失し，之に反し連続小血管を有するもの 腫爆は全く縮小して正常大の子宮陸部を形成する
は却って鮮明となり，一般に清浄な観を増すように か，空洞を形成したものも著しく浅くノトとなる。表
なる。 面は平滑であり，色調は前回同様稀赤色で，苔被は 
8) 照射終了後 3--5日 全く脱落して清海なものが多し、。迷走血管は全〈な
苔被は一般に薯被し，よく組織の状態を観察し得 く，連続小血管の新生が続く。発赤は完全に消退
るが，この時期になって始めて空洞を形成するもの し，全般的に組織は稲紫色調を増し，硬化感を示
がある。腫療は更に縮小して，正常より精大なる程 す。子宮陸部の周辺部には，全く平滑で蒼白色の色
度の子宮陸部を形成するか，或は空洞を形成する 調を有する上皮化の像を示す部分が存在する。
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酷酸法により像は立体的で鮮明となるが概して著 め，発赤を示すものが多く，連続血管は全く消失
~なく，色調は依然稀赤色半透明で少し紫色調を示 し，迷走血管も叉著しくその数を減ずる。酷酸法に
す。連続小血管は鮮明となり，表面は平滑で，上皮 よる所見の安調は同様であるが，白色調を増し不透
化の部は固い感を有して平等に光線を反射する。 明となり，迷走血管は更に減少する。酉日量の加わる
12) ・照射終了後 17~19 日 と共に愛化は著しくなる。即ち表面の凹凸は波少
概して前回と著~はないが，子宮陸部及び空洞の し，苔被は更に増加し，特有の色調は漸次消退す
表面は全く平滑となり，苔被は消失する。色調は稀 る。発赤は却って減じ，迷走血管も亦，誠少の傾向
赤色であるが，相蒼白の感があって紫色調を有し， を示す。
硬い感じが増す。連続小血管は全例に於て認めら 1800-1900ll1g. el.St.照射後になると，今まで ν
れ，周辺部には比較的血管が少なく，全く平滑で平 増加して極度に達した苔被は，崩壊脱落し始め，之
等に光線を反射する上皮化の像を認める。 に従って腫蕩は著し〈縮小するか，叉は空洞を形成
酷酸法により像は立体的となり，色調は蒼白色で し，表面は平滑に傾き，色調は稀黄白色消失して稀
梢紫色調がある。小血管は著明となり，上皮化の像 赤色となり，透明感を増し，発赤も消退する。迷走
も鮮明となる。 血管は消失し，連続小血管の新たな出現を見る。酷 
13) 照射終了後 22~24 日 酸法により，像の安調を見るが，従来のような白色
全〈豆常大の芋宮陸部を形成するか，空洞も浅〈 調の著しい増強は見られないで，依然として稀赤
小となり，表面は全く平滑で，苔被は消失して清浄 色，透明感を呈してい‘る。新生Lた連続小血管は更
となる。色調は寧ろ蒼白な稀赤色となって硬化感を に鮮明となるο2200ー 2350 ll1g. el. St. !照射後に
増し，連続小血管を有すo 周辺部には正常子官接部 は，苔被は更に脱落減少し，腫~は著明に縮小し，
粘膜のような上皮化の像が栴拡大する。 又は空洞を形成 L，表面は殆んど平滑となる。色調
酷酸法により像は立体的で，鮮明となり，色調に は稀赤色，透明感を有する美Lい色となり，発赤は
は全く安化なく，蒼白な稀赤色で，連続小血管も明 な<，連続小血管は更に増加の傾向を示す。酷酸法
らかとなり，上皮化の像は更に鮮明に観察し得る。 を実施しても，この時期に達すると所見の斐調に薯
前述の記載に見られるように， rコj診による追日 しいものはな<，僅かに白色調の加わるのみであ
的の所見は，個々の症例により全く千差万別と云つ る。連続小血管は鮮明となる。
ても過言ではない。その原因は，癌細胞の「ラJ感受 照射終了直後には，苔被は殆んど脱落して溝静と
性の相違によるものである。しかじ乍ら， rラj照射 なり，腫痕も殆んど消失し，表面平滑となり，稀赤
によって治癒に向う症例にあっては， rコ」診による 色透明感を有し;連続小血管は増加の傾向を示す。
迫目的所見に自ら一貫した系統的の斐化を示すもの 照射終了後 3----5日になると，殆んど正常大の子宮
である。同時に叉，この事実は， rラJ照射による癌 陸部を形成するものも見られるが，なお空洞を存す
予後の判定にも役立つものと考えられるσ るものもある。表面は清浄で平滑であり，色調は稀
追目的記載を，この限点から要約して見ると， 400 赤色精白色調を有し，半透明となり，連続小血管が 
-550mg. el. St.照射後に於ては照射前と概して 多数あって柔軟な肉芽の{象を示す。酷酸法によって
薯斐なく，表面は凹凸不平で，色調も未だ稀黄白色 も，所見の変調に著しい所がない。連続小血管は鮮
を基調とし，これに赤色不透明感のある特有の色調 明となる。更に日数の増加と共に，子宮陸部は益々
を加味している。苔被は梢増量し，発赤を生ずるも 縮小し，空洞は浅くなる。表面は清浄で平滑となる。
のがある。迷走血管が存在する。酷酸法により像は 照射終了後 13~ 15日に於ては，子宮陸部及び空洞
立体的となり，凹凸は著明となる。苔被は浮腫状 の表面は更に清浄平滑となり，色調は稀赤色で，少
で，色調は明らかに白色不透明となり，迷走血管は し紫色調を帯びるようになる。柏、硬化した観を増
鮮明となる。配量の増加と共に安化は漸次著明とな し，連続小血管が多数存在し，子宮陸部の周辺部に
り， 1200-1300ll1g. el.St.照射後に於いては，腫 は既に上皮化の像が見られるようになる。従って，
療は柏縮小し，表面の凹凸は少しく減少するものが この期に達すれば酷酸法を実施しても，像が立体的
多い。一部に見ちれた萄葡房様像も殆んど消失する で鮮明となるのみで，所見の変調は見られない。血
が，苔被は益々増加する。一部には破壊じて空洞を 管及び上皮化像は鮮明に見られる。
形成するものもある。稀黄白色の基本調は減退し始 爾後日数の経過と共に，子菖陸部のかつての病愛
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部は硬化し，表面の上皮化は増大して行く。 よる所見は下記の通りである。
St. 1.emg.400-5501)照射による癌醸の組織学的変化J「ラ章3第 
「ラ Jを癌腫に照射して組織学的にー検索したのは， 概して照射前と薯愛はなく，癌巣は不規則で癌細 
1904年 Exnerを以て!宮矢とするο1913年 Doder- 胞は殆んど愛化がないか又は柏腫脹する。特に癌巣 
leinは「レJ線及びメゾトリウムを照射して癌細胞 中心部の核は腫脹する。照射前に自然的退行Z羽生を
の消失することを報告しているが，詳細な記載はな 示した例で、は定化が著しく，癌細胞は腫脹し，甚し
い。叉 Haendlyは主としてメゾトリウムを照射し いものはジンチチュウム様となり，又は細胞境界明
た子宮癌で、詳細な組織学的所見を報告し，照射によ 瞭となり，核も腫脹して染色性低下し，或は萎縮
って癌細胞はジンチチュウム様となり，原形質は染 し，原形質はエオジンに好染して空胞を形成するも
色不同となり空胞を形成し，核は形態不同となり， のがある。叉癌細胞間に白血球の侵スするものがあ
或は染色性低下し，或は濃染症を呈し，核融解"核 るが，総て癌巣は豊富である。基質には殆んど変-化
内空胞形成，核分裂像の消失を来たし，基質結合織 はなく，僅かに円形絢胞，特に白血球の浸潤の増加
は硬化，硝子様愛性，円形細胞の浸潤を来たすと云 を認めるものがある。
St. 1.mg. e 700-8002)日に於て組織学的4~7照射後Jは「ラLazarusう。 
に~化を認め，癌細胞の腫脹及び巨大細胞形成期， 癌巣は不規則で，大きさには薯~はないが，梢小
核及び原形質の破壊期，結合織増殖による破壊物の となるものがある。癌巣聞に白血球の侵入するもの
吸収期，癒痕形成期の 4期に分ち得ると云う。 Lahn が多く，癌細胞は一般に腫脹L，配列は少し組とな
は照射量と経過時間とによる愛化を詳細に記述し， り，核は，或は腫脹して染色性低下し，或は却って
癌細胞の核腫脹，濃染，染色質の不同，核/卜{本の~ 萎縮して濃染L，既に核内に空胞を有するものがあ
形することを述べ，阿部は組織学的安化を 5期に分 る。叉核は不正形を呈し，核膜鋸歯状を呈するもの
ち，第 1期を発育制止期，第 2期を破壊期，第3期 がある。癌細胞の境界は，照射前より明瞭となり，
を吸収期i第 4期を修理期，第5期を過度照射によ 原形質はエオジンに淡染，又は好染し，網状構造著
る壊痘期となし， 叉 Heymannは照射後に結合織 明となるもの，叉は空胞を有するものが多数ある。
の硬化はなく，腺組織，血管等に菱化はないと云い， 基質は粗な結合織からなるものが多く，円形細胞特
ただ癌細胞の破壊のみを証明すると述べ， Kehrer に白血球の浸潤が梢増加する。
St. 1.emg.1200-13003)は初期に於いては癌細胞殊に核に斐化を認め，更に 
細胞はジンチチュウム状となり，大なる塊状の核を 癌巣を形成するものが多いが，表層では破壊して
有し，次いで癌細胞は同質様の物質と化し，核は着色 癌巣を形成しないものもある。癌細胞は前回に比べ
性を失いっし、には全核融解する。この間結合織の新 て更に腫脹し，配列は粗となり，甚しいものはジシ
生を見ると述べ，井上も「ラ J照射による配量並びに チチュウム様となり，核は著しく腫脹して染色性低
照射後経過時間との関係について，組織学的に詳細 下し，又は萎縮して濃染し，或は崩壊して不正形を
な観察を行い， 1000r. 照射直後では癌細胞に著~ なすものが多い。原形質はエオジシに好染し，多く
はないが，既に，核小体腫脹し核内頼粒大小不同と は空胞を形成し，時に細胞内に白血球を包有するも
なり，更に配量及び経過時間の増加と共に細胞は腫 のがある。叉原形質が融解して，腫脹或は萎縮した
脹し，配列粗となり，核は腫脹して淡染し，或は萎 核のみが基質中に点在するものもある。基質は粗な
縮して濃染し，空胞を形成し，原形質はエオジンに 結合織で，白血球の浸潤は更に増加し，プラスマ細
好染し，ついには核融解し，基質内の結合繊細胞が 胞は減少する。
増殖し，円形細胞浸潤が増加すると云い，白木も同 4) 1450-1550mg. el.St. 
様な所見を報告している。 癌巣は不規則であるか，島唄状で，相狭小とな
諸家の研究報告を通覧すると， rラJ照射による主 り，叉は破壊して癌巣を形成しないものがある。叉
要斐化は，癌細胞の腫脹，核の空胞形成，崩壊，融 癌巣内に結合織が侵入し，癌巣を分割するものがあ
解，原形質の空胞形成，基質の結合織細胞の増殖， る。癌細胞は益々腫脹して配列粗となり，或はジシ
円形細胞の浸潤に要約せられると思う。 チチュウム様となる。核は多くは著しく腫脹して愛
私も亦，諸家にならって， rラJ照射による癌腫の 形著しく，不正形をなし，難染性となり，或は却つ
~化を組織学的に追求して見た。配量と経過時臼に て萎縮して濃染症を呈する。叉空胞形成，核全濃染
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症，核膜鋸歯状，核崩壊，核融解を示すものが多 シを生じ，叉毛細血管の新生が多く，肉芽組識とな
い。原形質は一般にエオジンに好染性となり，大き り，叉は線維を増L，円形細胞浸潤は栴減少する。
し、空胞を形成し，之がため却って細胞境界が明瞭と め照射終了後 3-5日
なるものがある。叉包埋細胞を有L，網状構造著明 癌細胞は全く消失するか，或は少数となる。散在
となるものがある。或は，原形質，核質に消失して した癌細胞は極度に腫脹L，核も亦腫脹して融解
一大空胞をなすものもある。基質は表層に於ては壊 し，叉麗壊状に点在するものがある。叉深層に於て
死に陥らんとする所見を示し，白血球の浸潤が高度 高度に震性した癌細胞が小なる癌巣を形成するもの
であり，下層では結合織の増殖を認め，円形細胞の もある。基質は著しく増殖しフィプロプラステンが
浸潤が高度となる。 多数存在し，毛細血管の新生が多〈肉芽組織とな 
5) 1800-1900mg. e る。叉線維が増加し，紡錘状の結合織細胞に富み，St. 1.
癌巣は薯しく狭小となり，癌細胞は高度の~性を 密となり，硬化を示すものがある。円形細胞浸潤
示し，或は，明瞭な癌巣を形成せず，癌細胞は増殖 は，特に硬1t'性を示す例では著明に減少する。
した基質中に散在するものがある。叉全く癌細胞を 9) 照射終了後7..._9日
認めないものもある。癌締胞は極度に腫脹してジン 癌制胞は全く消失して認めないものが多いが，高
チチュウム様となり，多核巨大細胞が出現し，核は 度に斐性した癌細胞が少数，未だ基質中に点在す7る
高度に腫脹して難染性となり，不正形を示し，叉 ものがある。このような癌細胞は極度に腫脹し，核
は，却って萎縮して濃染L，核全濃染症，核膜鋸歯 は融解して難染性となり，叉不正形の核のみが塵壊
状，核崩壊，核融解を示すものが著しく増加する。 状に点在することもある。之に反して基質は益々増
腫脹愛性した細胞中に白血球が侵入し，原形質はエ 殖しフイプロプラステンを認め，毛細血管が多数存
オジシに好染し，大空胞を形成し，或は網状構造が 在 L，粗な肉芽組織の像を示し，更に線維増加して
著明となる。基質は著しく増殖して広大となり，粗 紡錘状の細胞に宮み，硬化を示すものがあるo円形
で幼弱な結合織細胞からなり，フイプロプラステン 細胞浸潤は高度なものもあるが一般に減少する。
を認め，円形細胞浸潤が高度となり，エオジン害好 10) 照射終了後 10~12 日
性細胞を認めるものがある。 癌細胞を全く認めなし、。基質は前回と薯震はな 
6) 2200-2350mg. e く，毛細血管に富む肉芽組織であるが，紡錘状の結St. 1.
一般に，明瞭な癌巣を形成せずに，高度に菱性し 合織細胞が増加し，一部にはエオジンに好染する同
た癌細胞が塊状に所々に散在するものが多い。しか 質性無構造な索状帯を示すものがあって，著しく硬 
L，未だ島暗号伏の小なる癌巣を形成するもの，叉全 イヒ性を増す。円形純胞浸潤は中等度である。
く癌細胞を認めないものもある。癌細胞は極度に腫 11) 照射終了後 13~15 日
脹し，核も極度に腫脹して融解像を示し，難梁性と 癌細胞を認めなし、。基質は肉芽組織であってフイ
なり，或は萎縮して濃染性となる。原形質が融解し プロプラステンを認めP 毛細血管の新生が多レが，
て消失し，核のみが奇怪な形状を示し，濃染して塵 更に紡錘状の結合織細胞が増殖して硬化性を示し，
挨状に基質中に点在するものもある。原形質はエオ 既に癒痕様の像を示すものがある。円形細胞浸潤は
ジンに好染し，大なる空胞を形成し，或は網状構造 更に減少し，表面は既に届平上皮で覆われた所があ
が著明となる。基質は著しく増殖しフイプロプラス る。
テンを認めるものが多く，円形細胞の浸潤は依然高 12) 照射終了後 17~19 日
度である。 癌細胞を全く認めない。基質は主に紡錘-状の結合 
St. 1. 7) 2950-3050mg. e 繊細胞よりなり，線維に宮み，硬化を示し，表層に
癌巣を形成するものは殆んどな<，癌細胞は全〈 は肩平上皮を認めるものがある。円形細胞浸潤は著
消失するか，散在性に遺残し，細胞は極度に腫脹 しく減る。 
L，核も亦極度に腫脹して難染性となり，融解，叉 13) 照射終了後 22~24 日
は崩壊し，或は不正形の核のみ濃染して塵挨状に点 基質は結合織で紡錘状の細胞からなり密である。
在する。少数にはなお癌巣を形成したものがある。 毛細血管は完成する。表面は周平上皮に覆われるも
原形質はエオジユ/に好染するが大なる空胞を形成す のがある。円形細胞浸潤は減少する。
る。基質は著しく増殖し，多数のフイプロプラステ 追目的記載は稿冗長にわたる感じがあるが，これ
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胞浸潤が高度となる。次いで癌巣は益々狭小とな照射後には未St. 1.400-550 mg. eを要約すれば， 
照射後には癌細胞が全St. 1.e2950-3050 mg. り， だ癌細胞に著安はないが，核の梢腫脹するのを認
め， 700-800 mg. el.St.照射後には，癌細胞は著 く消失するものが多く，残存しでも癌巣を形成せず
明に腫脹し，配列が粗となり，核は腫脹して染色性 に散在性となり，高度に震性し，或は不正形な核の
が低下し，或は萎縮して濃染し，原形質は空胞を有 みとなって，濃染して塵技状に基質中に点在するの
するものがあるο次し、で配量の増加と共に，核の腫 を見る。之に反して，基質は益々増殖し，多数のブ
脹は益々著明と吃り，配列は粗となり， 1450-1550 ィプロプラステ γの出現が見られ，毛細血管の新生 
mg. e 照射後には，核は極度に腫脹して空胞St. 1. も多く，肉芽組織となり，円形細胞浸潤は梢減少す
形成，核全濃染症，核膜鋸歯状，核崩壊，核融解を る。更に叉，経過時間の増加と共に，癌細胞は全く
示し，原形質はエオジゾに好染し大なる空胞を形成 消失し，ついに照射終了後 17--19日になると，基質
し，叉は網状構造著明となり，包埋細胞もある。更 には紡錘状の結合織細胞増殖し，密となり，線維に
に，癌巣小となり，癌細胞は極度に腫脹しジ〆チチ 宮み，硬化性を示し，円形細胞浸潤は軽度となる。
ュウム様となり，叉多核巨大細胞が出現し，核融解 更に叉，時間の経過と共に，撒痕様となり，表面は
を示す。基質は著し〈増殖して広大となり，円形細 屑平上皮で覆われるようになる。
第 4章総 括
子宮陸部癌の「ラ」照射による「コ」診所見の変化と，組織学的変化との関連について論及する
ことは重要であるO 
400--550 mg. el.St.照射後に於いては， rコ」診所見は照射前と概して著変がなく，表面は
凹凸不平で，稀黄白色を基調とし，帯赤色，半透明，豚脂様の感じがあり，迷走血管を見る。
この時期に於ける組織学的所見は，癌巣が豊富で，殆んど癌細胞の変性を認めず，基質は狭小
で，円形細胞浸潤は軽度であるo700-800 mg. el.St.照射後に於ける「コ」診所見は，腫療の
表面は凹凸不平で，苔被が著しく増加し a叉は壊死塊となり，色調は依然稀黄白色を基調とし
た赤色半透明で，迷走血管は梢減少し，発赤を生ずる。この時期に於ける癌の組織学的所見
は，癌巣は豊富であるが，癌細胞は明らかに退行変性を示し，腫脹し，粗となり，核の染色性
は低下し，原形質は時に空胞を形成する。基質の円形細胞浸潤は増加する。 1200-1300mg. 
el.St.照射後に於ける「コJ診所見は，腫療が梢縮小し，表面の凹凸は少し減少する。苔被は更
に増量し，稀黄白色で，赤色の帯色調は減退し，発赤を示す。迷走血管は著しく減少する。癌
の組織学的所見は，未だ癌巣を形成するものが多いが，既lと癌巣を形成しないものもあるO 癌
細胞は高度に腫脹し，配列は粗となり，核も著|珂に腫脹し，染色性低下し，核融解，核崩壊を
示す。原形質はエオジンに好染し，空胞を形成するものが多く，基質は梢増殖し，白血球の浸
1照射後に於ける「コ」診所見は，St. 1.e1450-1550mg. 潤が増加する。 堕湯は更に縮小し，表
面の凹凸が著しく減少するO 苔被は更に増加するが，中には既に脱落して空洞を形成するもの
があるO 色調も稀赤色で，透明感を増すものが多い。迷走血管も著しく減少し，或は殆んど消
失する占組織学的の変化としては，癌巣は益々狭小となり，或は既に癌巣の形成を見なし¥。癌
細胞は著しく腫脹し，配列が粗となる。核も極度に腫脹して難染性となり，空胞形成，核融解
を示す。原形質はエオジンに好染して大きい空胞を形成する。基質は増殖して広大となり，結
合織増加し，円形細胞浸潤が高度となるo1800-1900 mg. el.St.照射後に於ける「コJ診所見
は，苔被は脱落し，腫療も縮小し，叉は空洞を形成する。凹凸は著しく減少し，色調は，稀赤
-1030- 千葉医学会雑誌 第 33巻
色透明感があり，発赤は減退する。迷走血管は殆んど消失する。組織学的所見は，癌巣が著し
く狭小となり，或は癌細胞は散在性となり，腫脹してジンチチュウム様となるO 核も極度に腫 
j援し，不正形を示し，融解するO 原形質は網状構造を示すか，或は大なる空胞を形成し，エオ
ジンに好染する。基質は著しく増殖して広大となり，フィブロプラステンを認め，円形細胞浸
潤は高度となるo2200-2350mg. el.St.照射後「コj診所見は，苔被は更に脱落減少し，腫湯
は著明に縮小し，叉は空洞を形成する。表面は平滑となり，色調は稀亦色となる。この時期に
及んで始めて連続小血管の新生する傾向を見るようになるO 癌の組織学的変化はp 一一般に癌巣
を形成せずに，高度に変性した癌細胞が散在するのを見るのみであるO 或は既に全く癌細胞を
認めないものがあるO 残存した癌細胞も亦少数であって，極度に腫脹し，核は融解するO 或は
核だけ塵挨状lこ点在するのが見られる。 原形質は大なる空胞を有し，基質は益々増殖し，フィ
プロプラステンを増し，円形細胞の浸潤は依然高度であるo2950-3050mg. el.St.照射後の
「コ」診所見はp 苔被は殆んど脱落して腫療が著しく縮小し，或は空洞を形成するO 表面は平滑
となり，色調は稀赤色透明感を有し，迷走血管は全く消失する。連続小血管が新生する。組織
学的には，全く癌巣を形成せず，癌細胞は僅少で散在性となり，或は全く消失する。残存した
癌細胞は，極度の変性を示し，核は極度に腫脹，融解し，原形質には大なる空胞を形成する。
基質は著しく増嫡し， フィプロプラステンに富み，毛細血管の新生が多数で肉芽組織となり，
円形細胞浸潤は梢減少する。
照射終了後 3，-.， 5日に於ける「コj診所見は，苔被が著しく減少し腫湯は全く縮小して，殆ん
ど正前大の子宮陸部を形成するか，或は空洞となるO 表面は平滑で，稀赤色で梢白色調を帯
び，連続小血管が多数新生して肉芽の像を示す。組織学的には，癌細胞は全く消失するか，散
在性である しかしその癌細胞も更に減少し，極度の変性を示す。基質は広大で，毛細血管のO
多数存在する肉芽組織となり，或は密な結合織となるO 照射終了後 7 9日の「コJ診所見は，"， 
苔被は殆んど消失し，正常大の子宮陸部を形成するか，或は空洞をなし，表面は平滑で清浄と
なる。色調は稀赤色半透明で，連続小血管が多数あって肉芽の像を示す。組織学的には，癌細
胞は殆んど消失するものが多く，基質は噌殖が著しく，毛細血管が更に増加して肉芽組織とな
り，叉線維に富んだ紡錘状の細胞が増殖して硬化性を示すものがあるO 円形細胞浸潤は更に減
少する。照射終了後 10，.12日の「コJ診所見は，前回と著変がない。組織学的には，全く癌細胞
を認めず，基質も前恒!と著変がないが，更に毛細血管に富む肉芽組織となり，線維に富む紡錘
状の結合織細胞は益々増加するO 照射終了後 13"， 15日の「コJ診所見は， 苔被は全く消失して
清浄となり，平滑で，稀赤色に少し紫色調を有し，硬化した感を示すO 連続小血管が存在し，
周辺部に上皮化を認めるO 組織学的には，癌細胞は消失し，基質は肉芽組織であるが，更に硬
化性を示し，円形細胞浸潤は減少するO 照射終了後 17'"'-"19日の「コJ診所見は，子宮陸部の表
面は平滑清浄でF 梢蒼白な紫色調を有しp 硬化性を示し，上皮化も拡大する。組織学的には，
癌細胞を認めなし¥。基質は主に紡錘状の結合繊細胞からなり，線維に富み，硬化を示し，表面
には肩平上皮を認めるものがある O 照射終了後 22~24 日の「コ j 診所見は，前回と著変がない
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が，上皮化は更に増大する。この時期には組織学的に，基質は密となり，表層は扇平上皮で覆
われるようになるO
各時期に於ける両所見の関連を更に要約すると，明瞭な癌巣を形成し，癌細胞が豊富で，基
質が狭騒な時の「コj診所見は，表面凹凸不平で，稀黄白色，梢不透明な特有の色調を有し，豚
脂様の感があり，迷走血管が多数存在する。次いで癌細胞が腫脹し，配列が粗となる時は，
「コJ診所見上，苔被の増加を見る。照射による変化が進んで癌巣狭小となり，癌細胞の変性が
高度となり，基質が少し増殖するようになると， rコJ診所見には，表面の凹凸は減少し，迷走
血管も減少し，稀黄白色，梢不透明な色調もうすらぐ。かくして癌巣の縮小，基質の増殖と比
例して，腫療の表面は平滑に傾き，苔被は増加し，特有の色調は消失し，迷走血管も益々減少
する。配量 1800-1900mg. el.St.に達すると，癌巣を形成せず，変性した癌細胞は散在性に
存在し，基質は著しく増殖するようになるo rコJ診所見では，腫療は縮小し，表面は殆んど平
滑となり，癌に特有な色調及び発赤は殆んど消失し，稀赤色で透明感を増し，迷走血管も著減
照射後には，全く癌巣を形成せず，癌細胞は点在St. 1. 3000mg. eするか全く消失する。更に 
するか，消失し，残在しでも高度の変性を示し，基質に毛細血管の新生が多く，肉芽組織とな
るO この時期に「コJ診を行えば，苔被は著減し，色調は稀赤色で透明感を有し，且つ連続小血
管の多数に出現するのが認められる。更に時日の経過により，癌細胞の消失と，基質の肉芽組
織化が進むとさは， rコ」診所見も亦連続小血管多数を有する，透明感のある肉芽の像を示すよ
うになるO 更に進んで，基質が線維に富む結合繊細胞の増殖によって硬化性を示し，円形細胞
の浸潤が減少するようになれば， rコJ診所見上，色調に紫色調を帯びるようになり，梢蒼白と
なり，明らかに硬化を示し，更に時日の経過を加える時は，表面は全く平滑となり，小血管も
減少し，ついには上皮化の像を認めるようになるのであ ;;)0
更に結論的に要約すれば，
配量 1450~1550 mg. el.St.に達すれば， rコJ診上，腫湯は明らかに縮小を開始し，色調も
稀赤色となるO 組織学的には，癌細胞の退行，消失，基質の増殖を示し，配量 2200-2350mg. 
el. St.に達すれば， f.居場の著明な縮少に加えて，血管の新生を見るにいたり，癌細胞は殆んど
では表面平滑となり，血管の新生St. 1.mg. e2950--3050配量O消失し，基質は益々増殖する 
は甚だ著明，組織学的には肉芽組織の像となるo J照射終了後 15日にいたれば， rコJ診による所
見に紫色調が表われ，周辺には明らかに上皮化が認められるようになる。組織学的には，肉芽
組織の硬化が始まるO 照射終了後 24日になれば， rコj診上，陸部に上皮化の定型的像の進行拡
大するのが見られるlこいだり，組織学的にも，明らかに屑平上皮の被覆が認められる。
稿を終るに当り，終始御指導，御校関を賜わりました恩師岩津教J安に深甚なる謝意を表し，ま
た御助力を頂きました河田講師に厚き謝意を表します。
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